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＜報道概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急性心筋梗塞を発症してから早期に治療を行うことは、患者予後改善につながることが証

明されています。従来、病院到着前 12 誘導心電図伝送は十分に活用されていませんでした。 

 そこで、徳島大学病院ではスマートフォン型医療機関連携アプリ「Join」を用いて、救急

車内から病院への心電図送信が可能な体制を整えました。静止画伝送ツールを活用すること

で、追加費用をかけずに迅速な情報共有が可能となっています。 

 過去 1 年間で約 20 件の症例に運用され、夜間や休日の搬送では、心電図送信を行った患者

群でカテーテル治療開始までの時間が短縮される傾向が確認されました。 

この成果により、病院到着前の心電図取得が急性心筋梗塞患者の治療開始の迅速化に寄与

する可能性が示されており、今後も運用拡大や他地域への応用が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

徳島大学病院循環器内科 

大学院医歯薬学研究部医学域医科学部門循環器内科学分野 

副診療科長・総務医長／講師 山口 浩司 

電話番号 088-633-7859 

メールアドレス yamakoji3[ｱｯﾄ]tokushima-u.ac.jp 

※メールを送信される場合には、[ｱｯﾄ]を@に置き換えてください。 

770-8501 

徳島市新蔵町二丁目 24 番地 

電話番号 088-656-7021 

https://www.tokushima-u.ac.jp / 

救急車内 12 誘導心電図伝送への挑戦 

～医療機関連携アプリ「Join」を用いた smart communication～ 

急性心筋梗塞の早期治療は、患者予後改善に重要です。病院到着前の 12 誘導心電図伝

送は推奨されていましたが、徳島県では十分活用されていませんでした。 

徳島大学病院脳卒中センターと徳島県消防局では、静止画伝送ツールを用いることで

簡便に心電図伝送が行えることに着目し、令和 4 年から患者情報共有システムを導入し

ました。これにより、救急車内から病院への心電図送信が可能な体制を整えています。導

入後は、来院後からカテーテル治療までの時間短縮傾向が確認されており、今後の運用拡

大や他地域への応用も期待されています。 

本研究成果は、令和 8 年 1 月 30 日に日本循環器学会発行英文学術誌 Circulation 

Reports に掲載されました（DOI：10.1253/circrep.CR-25-0319）。 


